
【別紙１】

１　教育目標

３　自己評価（達成状況）と学校関係者評価　【A：できている　B：だいたいできている　C：あまりできていない　D：できていない】
本年度重点指導事項 評価項目 評価 具体的な取り組み 改善すべき課題 具体的な改善の方策

①めあてを示し、自ら課題を見つけて主体的に取り組めるように工夫 B
②振り返りを行い、学び（成長）が実感できるように工夫 B
③協同的探究学習の手法を用いて多様な考えを引き出し、深めた B
④指導と評価の一体化を図り、児童の状況に合わせて授業を工夫 B
⑤個に応じた指導で、基礎・基本の習得を図る A
⑥学習支援が必要な児童への配慮 B
⑦モジュールを活用した計画的・継続的な反復学習 B
⑧明確な評価基準による、指導と評価 B
⑨言語活動を充実させ、「ことばの力」の育成に努める B
⑩相手を意識した伝え合い方を意図的に授業に取り入れた A
⑪読書活動の充実 B
①安心して帰属できる学級づくり B
②自主的な態度を育む学級活動 B
③いじめを許さない意識の醸成、心の通い合った学級づくり A
④自主的な態度で取り組む児童会活動 B
⑤豊かな人間性、社会性を育むクラブ活動 B
⑥連帯感、自己有用感を実感できる学校行事 B
⑦相手の目を見てあいさつ B
⑧互いに認め合える、多様な他者との共生に向けた人権教育 B
⑨「考え、議論する」道徳の実施と授業時間の確保 B
⑩学年に応じた情報モラル教育 B
⑪コロナの正しい知識の浸透と偏見・差別を生まない人間関係づくり A
⑫教科横断的な体験活動の実施 B
⑬地域人材等を活用したキャリア教育の充実 B
①運動の習慣化、体力を高める学習活動 B
②栄養教諭と連携した食育指導 B
③なかよし農園を絡めた食育の充実 B
④遊び時間を確保し、健康で活力ある生活習慣の涵養を図った A
⑤マスク・手洗い等、感染予防対策の徹底 A
⑥養護教諭と連携したいのちを大切にする保健教育 A
⑦登下校指導等の安全教育 A
⑧けがの防止等の保健安全指導 A

①なかよし学級への理解、共に生きる思いやりの心の育成 B

②なかよし学級との相互理解を深める活動を工夫した B

③特別支援教育への理解を深め、児童への適切な支援に努めた B

④合理的配慮・支援を全教職員の共通理解のもとで実施 B

⑤コーディネーターを中心とした校内支援体制の構築 B

①個人目標の設定し、資質能力向上に向けて研鑽を積んだ B
②テーマに沿って校内研究が効果的に実施された B
③計画的に教育活動を実施し、評価に基づいて改善を行った C
④校務分掌組織と協力体制 C
⑤記録簿による勤務時間の把握 A
⑥定時退勤の実行 B
⑦自身の働き方の見直しと職務の効率化、勤務時間の適正化 B
①校内･登下校･緊急時の危機管理。安全・防災教育の推進 B
②いじめの積極的な認知と情報共有・組織的対応 B
③いじめの未然防止（温かい人間関係づくり）と早期発見 A
④SC・SSWと連携した、いじめ・不登校への適切な対応 B
⑤心の通い合った人間関係にもとづく生徒指導 B
⑥ケース会議等、生徒指導上の課題の情報共有と組織的対応 B

①たよりやHPによる積極的な情報発信 B

②コロナ対応についての情報提供と共通理解 B

③保護者との連絡を密にして信頼関係の構築に努めた B

④こども園・中学校との連携を工夫 C

　

２　指導目標（めざす児童像）

（教）計画的な教育活動と評価に基づいた改善
（教）校務分掌組織と協力体制
・部会の持ち方
・定時退勤の実行

・効果的な校内研究の実施
・校時表の見直し

〇校内支援体制の確立とインクルーシブ教育システムの構築
〇個別の指導計画に基づく一人一人の多様な教育的ニーズに
　応じた支援・指導の実施
〇SC、SSW、関係機関等と連携協力した個別の教育支援の充実
〇交流、共同学習の推進による「心のバリアフリー」教育の
　推進

加古川市立東神吉南小学校　　　　　令和4年度　学校評価概要

「自ら考え、やりぬく子を育てる」　　ひとりひとりを伸ばす教育を基盤にすえ、「未来への道を切り開く力」の育成

・自ら学びよく考える子　　　　・思いやりのあるすなおでやさしい子　　　　・心身ともに健康でたくましい子

（児）自ら進んで外遊びや運動に取り組む
・なかよし農園を関連させた食育の取り組み
・体育の授業の工夫

「確かな学力」の育成

「豊かな心」の育成

〇「協同的探究学習」を取り入れた授業づくり
〇学習の見通しやめあてを持たせ、成長を実感できる振り返
　りを工夫する
〇ユニバーサルデザインの授業づくり
〇児童の的確な実態把握に基づく補充的・発展的な学習の工夫
〇各教科における「記録」「要約」「説明」「論述」等の言語
  活動の充実
〇家庭・地域・公立図書館等と連携した読書活動の充実

〇「アセス」「心の相談アンケート」「こころのアンケート」
　の効果的な活用による心の通い合った生徒指導の実施
〇自主性を育てる特別活動と「いのち」を大切にする教育の
　充実
〇「特別の教科　道徳」を要とする道徳教育の充実と人権教
　　育の推進
〇なかよし農園など地域・家庭と連携した体験活動の充実と
　キャリア教育の推進

・図書委員会が中心となって行っている企画を、次年度以降も継続していく。
・「読書貯金」、「読書の木」など、読書への意欲づけにつながる活動を行う。
・兵庫県版副読本「心シリーズ」を使った親子読書の推進。
・図書ボランティアとの連携を深める。
・モジュールを計画的・継続的反復学習として有効に活用する。
・丁寧な個別の見取り及び評価の工夫。
・学習の振り返りなどに、書く活動を取り入れる。

・できるだけ子どもに寄り添い、些細なトラブルでも見逃さないように声掛けを
  行う。ふわふわことば、ちくちくことば等の指導を推進する。
・生活適応委員会、不登校対策委員会の活性化を図りチーム学校として対応す
  る。
・児童が自ら考え積極的に楽しく取り組む委員会活動や係活動。
・実態に即した、継続的な情報モラル教育。
・保健室登校を常態化させるのではなく、計画的・組織的に指導にあたる。

・みんな遊びを推進する。
・なかよし農園を活用し、食育のさらなる充実を図る。
・自主的に楽しんで取り組める授業の改善（スマートウオッチの活用等）

「健やかな体」の育成

（児）（保）読書活動の推進

・図書ボランティアの活用
・モジュールを活用した授業時数の確保
・児童一人一人に合わせた指導の工夫
・児童が見通しをもって主体的に学習に取り組める工夫

(児)児童が相談しやすいクラスづくり

(保)いじめの早期発見・早期対応

・自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育活動
・インターネットトラブルによる生活指導
・不登校児童への対応

（児）なかよし学級児童との交流

・なかよし学級児童への合理的配慮・支援を全教職員で共通理解する
・SC・SSWとの連携

〇体を動かす楽しさや心地よさを味わわせる体育科授業の工夫
〇教育活動全体を通じた「ちょこっと食育」の推進
〇発達段階に応じた健康教育、交通安全教室や防犯教室を活用
  した安全教育の実施

　【学校関係者評価】
　　　　・児童のいじめに対する認識が少し気になる。無記名でアンケートをとっているからではないだろうか。
　　　　・全体的に評価が良く安心しているが、いじめ問題は本当に大きな問題であるので、これからも引き続き指導をお願いしたい。
　　　　・学級閉鎖のときや児童の欠席時に、担任の先生がクロームブックや配布物を届けてくれたり、こまめに連絡を入れてくれたりしたことがありがたかった。
　　　　・コロナが5類相当に引き下げられた後の、学校行事の持ち方はどうなるのか気になる。
　　　　・学校への侵入事件などが起こっているが、セキュリティ対策は今後とも万全を期するようにしてほしい。
　　　　・ペーパーレスを進めていくうえで、個人情報の扱いなど情報リテラシーを高めていく必要がある。

・校内・登下校・緊急時の危機管理

・登下校指導

（保）学校と家庭の連携

（教）こども園・中学校との連携
・なかよし農園を核とした地域交流

・参観日については、令和5年度1学期の参観は、6月の土曜日にオープン参観として行
  い、その後引き渡し訓練を行う方向で調整する。（令和6年度については未定）
・1学期個人懇談については、終業式前に設定する。
・HPは定期的に更新するようにする。
・校種間交流については、元のように交流が持てるようにしていく。(リモートの活用)
・なかよし農園運営委員の人員を増やす。（学校側）

・年度初め各クラスそれぞれに、なかよし学級の児童の様子、活動、ねらいなど
　を紹介する時間をとるようにする。
・なかよし交流会はできるだけ早い段階で実施を行うようにする。
・移動教室や給食、みんな遊び等に通常級の児童から支援級の児童への声掛けを行う。
・特別支援教育への理解を深める研修を推進する。
・児童への支援等を深めるために、Chromebookを利用した情報共有を行う。
・SC・SSWの積極的な活用。

・中間評価等、振り返る機会を設定し、改善につなげる。
・校務分掌で細分化できるものは細分化するなど、バランスを考えて適切に分掌を行う。
・部会の編成を工夫して適切に運営できるようにする。
・定時退勤日はノー会議デーとするなど、勤務の適正化を意識し、退勤時刻を守る。

・校内授業研究を一人一授業で進め、授業力の向上、指導方法の工夫・改善を目指す。
・校時表を見直し、下校時刻を早めたり、会議や部会の開始時刻を早めたりする。

・引き渡し訓練は年度当初の早い時期に実施するようにする。
・危機を想定した具体的な対応をシミュレーションし、マニュアル等に明記する。
・登下校指導を行事予定に組み込み、継続指導を行う。また、必要に応じて回数を増やし
　指導にあたるようにする。

特別支援教育の充実

教職員の資質向上

開かれた学校づくり

〇業務・会議の精選及び効率化により児童とかかわる時間の
　確保
〇「協同的探究学習」を取り入れた一人一授業の校内研究の
　実施
〇教職員の情報共有と組織的な対応による協働体制づくり
〇ノー残業デー・ノー会議デーの完全実施と記録簿の活用に
　よる勤務時間の適正化

〇「危機管理マニュアル」の活用と評価・見直しの実施
〇地域・家庭との緊密な連携協力体制づくり
〇安全点検の実施と学校施設の適切な管理

〇オープンスクールや適切な学校行事による教育活動の公開
〇学校だよりやHPによる積極的な情報発信
〇学校運営協議会による地域とともにある学校づくりの推進
〇地域・家庭の教育力を活用した教育活動の工夫

安心・安全な学校づくり


